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SummAry
TheLD50Valucsof5Colonicsofhouseflies
colectedinTaiwanareslOWninTable1.There
wasnocolonysusceptibletomalathion,whereas
althecoloniestestedweresusceptibletoDDT,
TIBHC,diazinon,Baytex.pyrethrinsandalethrin.
Fivecolonies,whichwerecolectedinTai･pei,
Tai･chung.Chia･Z,Tai･nartandHeng-chum,were
resistantto malath;on,slOwing 296.001FLg,
66･439/Lg,212･46 /′g,60･314/′g and47･430FLg
perfemaleasLD8 Valuercspcctivcly.Three
colonies,whichwcrccoIlcctc(1inTai･pci,Chia･i
andTa主.nan,wcrctorclancctosumithion,showing
O･748FLg,0･506/Lg andO･367ILgperFemaleas
LDBOValue,respectively.
抄 録
ミツパテの車:プロカミンおよびその他の塩基性ペ
プチド
ProcamineandOtherBasicPeptidesinthe
Venom oftheHoneybee (AがsmcILifera).
M.LarryPeck and RodO'Conner.I.Agr.
FoodChem.,22,51(1974).
法螺の丁'Jは捌雑な氾合物で,現在に至ってようやく
その組成らしさものが明らかになりつつある.そのう
ち,生物活性を布する2つの形素と塊つかのペプチド
に興味が柴巾している.
2つの酵素とは hyaluronidaseとphospholipase
Aでそれぞれ乾物ULあたり2%および12%含まれて
いる.前者は細胞間際物nである hyaluronicacid
の試合物を分解し蜂寿の移行拡散を助けるらしく,蕊
た蛇指の抗原成分の一つでもある.後者は強力な浴血
作mを有し.更には動物に対して血圧急降下や呼吸麻
岬を引き起こす.
賓妹の巧に含まれるペプチドはいずれも強い規基性
を皇し,そのうち procamine,melitin,apatin,
MCD(mastceldegranulating)-ペプチド.mini･
mineなどが畔耶碗認されており.それぞれ舛昧深い
生物活性を示す.
3つのペプチドの氾公物である melitirlは払い表
面活性を有する.生物活性としては.lt7血作用と
cortisolレベルを上昇させる作用がある.乾物霞にし
て50,%もrll7Eするため.寺U性の殆んどは me1itinに
仰関すると考えられる.
apalin(乾物爪にして2,00'合11)もcortisolレベ
ルを上昇させる.antiarrhythmic作ITlなどの神経id{E
性もある.
MCD-ペプチド(同2%含有)は巨大細胸に作用し
て多爪のヒスタミンを遊離せしめる.蹄に刺されたと
きの mastocytolysis(肥肝)はこのペプチドによる
のであろう.
minimineは分子見約6,000の塩基性ペプチドで,
これを注射したショウジ,ウバエの幼虫はすぐ.小さ
いながらも,成虫になる.なかには正常のyiの大きさ
の成虫もできる.更に興味あることには,この小型の
ハエの子孫は正常であることである.
procamineは天然起源のヒスタミンを宋抑こ有す
るペプチドとしては最初のものとして叩耶され.アミ
ノ酸配列も明らかになった.また合成法も検討された.
このペプチドは細胞円におけるヒスタミンの不活性化
や怒仁l分解耐系による多.Rのヒスタミンの遊離などを
説明するものとして胴tSされている.
以上の外,アミノ概.ヒスタミン,ドパミン,ノ)t'
ェピネフイ･)ンなども少,nであるが存在しており,各
々の生物活性からして,これらも苛性に何らかの効果
を有しているものと考えられている.
(内田又左荷門)
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